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   2011年に樹体内に侵入した放射性Csの次年
度の分配 

   収穫果実濃度の早期予測および果実と葉の
放射性Cs濃度の関係 
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本日紹介すること 



2011年に樹体内に侵入した放射性Cs
の次年度の分配 



実験イメージ 
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被覆 



高田ら、園芸学会2012年度秋季大会ポスター発表より引用 



全樹体中Cs量を5000とすると 

新生器官中の濃度はどの程度の割合なのか？ 
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新生器官に移動した放射性Csはどこから？ 

モモ旧枝の137 Csと40 Kの収穫期と休眠期の比率 
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・材のCs比が減少 
→材のCSは新生器官へ 

・樹皮のCs比がほとんど変
わらない 

→他の部位に動きにくい 

樹皮の濃度の変化率 
（収穫/休眠期） 

材の濃度の変化率 
（収穫/休眠期） 

高田ら、園芸学会2012年度秋季大会ポスター発表より引用 



まとめ 

旧器官から新生器官への移行率は2～3%、 
根を経由した、土壌への放出もある。 

材中の放射性Csが新生器官に移行 

2011年に樹体内に侵入した放射性Csの次年度の分配 



収穫果実濃度の早期予測および 
果実と葉の放射性Cs濃度の関係 

葉の分析→採取に手間。測定の前調整は比較的簡便。 

未熟果の分析→摘果果実を取れば、ひと手間が抑えられるかも。 
測定の前調整が手間。 

土壌・樹皮・枝など→果実との空間的距離・時間的距離がある 

土壌→各種条件で違う、そもそも果樹ではあまり移行しない 

etc. 

etc. 



果実の濃度変化 

モモ果実の134+137Cs 

0

100

200

300

400

0 20 40 60 80 100 120

B
q
/k

g
F

W

満開後日数

0

2

4

6

8

10

0 20 40 60 80 100 120
B

q
/f

ru
it

満開後日数

果実1個あたり gFWあたり 

●促成栽培2012 ○霊山2012 ■福島市2011 □福島市2012 

６０日ごろに向かって低下 
高田ら、園芸学会2012年度秋季大会ポスター発表より引用 



（参考）モモ果実の満開60日後とは？ 
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この辺りに、果実
の肥大等を目的
に、摘果作業（二
次摘果）を行う。 

硬核期（モモの核が硬くな
る時期）にあたり、果実の
肥大成長が一旦停止する 

モモ果実の大きさ 

作業的には 

果実発育的には 



未熟果の測定で収穫果の安全性を推測可能 

収穫果実濃度の早期予測および 
果実と葉の放射性Cs濃度の関係 

まとめ 

 成熟果と摘果果実のより詳細な関係を解析中 

葉と果実の濃度には高い相関 

 園内の傾向を把握し、間伐や改植計画に取り込む 


